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発行日： 2023年7月1日 
発  行： 特定非営利活動法人 おおつ環境フォーラム 

（大津市地球温暖化防止活動推進センター） 

住  所： 〒520-0047大津市浜大津四丁目1番1号明日都浜大津4階 

電  話： 077（526）7545 

フォーラムHP： https://eco-otsu.net 

Eメール（事務所）： forum@eco-otsu.net 

＜事務局長から＞   小暑の候 令和5年度総会で、全議案が可決承認されました。今年度事業も順調にスター

トし、8月6日には「おおつエコフェスタ2023」を開催します。来場1,000人規模での開催に向け出展者説明会や

準備に取り組み、コロナ前のように盛会裏に運営できるようスタッフ一同頑張っています。ご支援ご協力よろ

しくお願いします。猛暑に向かう折くれぐれもご自愛くださいますように。 

■トピックス                                                                         

○ おおつ市民環境塾｢春日山公園の樹木を知る｣を開催しました 

5月13日、春日山公園にておおつ市民環境塾講座1｢春日山公

園の樹木を知る｣を開催し、13人が参加されました。 

曇り空で雨が心配されましたが、何とか降らず歩きやすい日

になりました。滋賀県琵琶湖環境科学研究センターの中川宏治

氏の案内で、園内に見られる明るい森、暗い森など場所による

樹種の違い、里山の森の遷移を見て歩きました。大きく手が入

らなければ最終的にその地域にみあった樹種の森に落ち着くのでしょう。園内整備のために盛り土をした場所

があり、そこでは立ち枯れた木が何本も。その木は、幹・枝・葉・根自体に手が加わったわけではなく、根が土

中深くになったことで生きられなくなったのだろうと。森は微妙なバランスで成り立っているのですね。 

○ 自然家族事業｢里の日｣の今年度1回目を開催しました 
5月20日、大将軍2丁目の畑で自然家族事業｢里

の日｣の1回目を開催し、申し込み22家族から抽選

で10家族が選ばれ、うち8家族26人がこの日のサ

ツマイモの苗植えに参加されました。 

前日は一日中雨でしたが、当日は雨が上がり畑

仕事日和になりました。挨拶の後、｢船底植え｣の

植え方の説明。実物見本を使っての説明なので小さな子たちもよく理解できたようで

す。その後、各家族が自分たちの畝に20本の苗を植え、しっかり水やりをしました。

次に、収穫時、自分たちの畝が分かるように、家族ごとに名前や思い思いの絵を描い

た木札を立てました。これで今日の作業は終わり。これから10月の収穫までの水やり、

追肥、草取り、ツル返し等の作業は、事前の作業と同様スタッフが担当します。 

○ おおつ市民環境塾｢ホタルの住む環境 飛ぶ季節｣を開催しました 
5月27日、ふれあいプラザにて、おおつ市民環境塾講座2「ホ

タルの住む環境 飛ぶ季節」を開催し、13人が参加されました。 

講師は、全国ホタル研究会会長で龍谷大学名誉教授の遊麿

正秀氏です。ホタルは世界に3,000種以上。日本には50種ほど

いますが、成虫が、夜、点滅させるのはわずか数種。ホタルの

多くは陸生ですが、点滅させるホタルの代表、ゲンジボタル

は、幼虫期を水の中で過ごします。しかし、泳げないため浮き

石の間にひそんでいます。流れがゆるいと泥に埋まり、急だと流されるため生息可能域は限られます。成虫の

雌雄は光の点滅で交信しているため街灯は致命的。温暖化の影響については、気温上昇そのものは成虫になる

時期が早まるだけだが、豪雨や日照りなど天候の荒れは大きな影響があります。初夏の風物詩の点滅するホタ

ルは、かつて取引市場があったほど流通し、明治末頃には守山から数百万頭が出荷され、輸出もされていたと

か。激減した現状からかつての風情に戻るには先住者ホタルへの人間活動の配慮が欠かせません。 

○ おおつ環境フォーラム2023年度総会を開催しました 
6月10日、おおつ環境フォーラム2023年度総会をふれあいプラザにて、委任状を含む64人の出席を得て開催し

ました。上程された｢2022年度事業報告｣及び｢同会計報告｣の2議案は全会一致で原案通り承認されました。 
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○ 自然家族事業｢里山の日1 オタマジャクシと遊ぼう｣を開催しました 
6月3日、梅雨さなか、前日も警報が出るほどの大雨で開催が危

ぶまれましたが、雨は上がり予定通り春日山公園のビオトープで

自然家族事業｢里山の日1 オタマジャクシと遊ぼう｣を開催し、申

し込み18家族から抽選で選ばれた9家族29人が参加されました。 

挨拶の後、特定外来種アメリカザリガニの扱いや県営公園の生

き物は持ち帰らないこと、ビオトープ作りの｢お仕事｣泥すくいを

説明しました。｢お仕事｣でどろんこに慣れたところで、次は生き

もの探しです。ヌマエビ、メダカ、オタマジャクシなどがいまし

たが、大雨の影響か例年より種類も数も少なめでした。今年の子

どもたちは概しておとなしく、泥浴びの子は見られません。中に

は怖がる子もいましたが、お母さんの楽しそうな姿に誘われ、最後には生きもの探しを楽しんでいました。 

 プロジェクト等からの活動報告・お知らせ                                       

≪生ごみリサイクルプロジェクト≫ 

6月16日、市民活動センターにて、6人で生ごみ堆肥

化資材EMボカシを7個作成しました。また、プリン石

けんづくり（仕込み）も同時に行いました。 

≪子どもが遊べる川づくりプロジェクト≫ 

5月17･18･26日および6月

15日に晴嵐･逢坂･中央の小

学校4年生を対象に各校区

の川の学習支援で水生生物

観察を行いました。 

≪エネルギープロジェクト≫ 

6月15日、浜松市地球温暖

化防止活動推進センターセ

ンター長の増田泰行氏をお

招きし住宅断熱・気密につい

て講義していただきました。 

≪里山保全プロジェクト≫ 

6月7日と19日に、イベン

ト時に進呈するため、カブト

ムシ産卵床に網掛けをしま

した。 

■これからのフォーラム活動 （本文に記載の計画は省略）                                    
 

＊大津市センター；大津市地球温暖化防止活動推進センター（明日都浜大津4F） 

プロジェクト等の名称 日 時 場 所 ・ 内 容 

プロジェクト   

生ごみリサイクル 8月 18日(金) 9：00 市民活動センター∥EMボカシづくり 

ビオトープづくり 7月 9日(日) 9：00 北大路どろんことーぷ∥補修整備、草刈り 

里山保全 

7月 1日(土) 9：30 春日山公園∥例会 

7月 18日(火) 9：30 春日山公園∥例会 

8月 5日(土) 9：30 春日山公園∥例会 

エネルギー 

7月 4日(火) 10：00 大津市センター∥定例会議 

7月 11日(火) 10：00 大津市センター∥脱炭素小冊子打ち合わせ 

7月 24日(月) 13：30 大津市センター∥食育講座打ち合わせ 

8月 1日(火) 10：00 大津市センター∥定例会議 

委員会・実行チーム   

おおつ市民環境塾実行チーム 

7月 1日(土) 10：00 大津市環境美化センター∥おおつ市民環境塾講座3 

7月 15日(土) 14：00 ふれあいプラザ∥おおつ市民環境塾講座4 

8月 2日(水) 10：00 大津市センター∥会議 

自然家族事業実行チーム 7月 29日(土) 10：00 びわ湖大津館∥びわ湖の日1｢湖の学校｣ 予備日7/30 

おおつエコフェスタ実行チーム 

7月 5日(水) 9：00 大津市センター∥作業 

7月 7日(金) 15：00 ふれあいプラザ∥出展者説明会 

8月 5日(土) 18：00 ピアザ淡海∥エコフェスタ準備 

入場無料・申込不要

●日時 2023年8月6日(日) 10:30～15:00 

●会場 ピアザ淡海3F大会議室･ホワイエ 


